
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを記入。

実技　 50％レポート 　 25％平常点　 25％

科目名 演習１ 年度 2025

美術スタ ッ フ 業務の
基本を理解し ていな

い

到達目標
D

照明

照明機器操作の基本を正
し く 理解し ている

照明機器操作の基本をあ
る程度理解し ている

照明機器操作の基本を理
解し ていない

到達目標
E

編集

編集機器操作の基本を理
解し ていない

編集機器操作の基本を正
し く 理解し ている

到達目標
E

美術

美術スタ ッ フ 業務の
基本を正し く 理解し

ている

編集機器操作の基本をあ
る程度理解し ている

美術スタ ッ フ 業務の
基本をある程度理解

し ている

ふつう

カ メ ラ 操作の基本をある
程度理解し ている

カ メ ラ 操作の基本を理解
し ていない

制作業務の基本をある程
度理解し ている

制作業務の基本を理解し
ていない

優れている

到達目標
A

カ メ ラ

カ メ ラ 操作の基本を正し
く 理解し ている

制作業務の基本を正し く
理解し ている

到達目標
B

制作

到達目標
C

音声MA

音声収録操作と MAについ
ての基本を正し く 理解し

ている

音声収録操作と MAについ
ての基本をある程度理解

し ている

科目名 演習１ 年度 2025

学期 前期

単位数 8 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 放送芸術科 １ 年次 必／選 必 時間数 240

担当教員 長濱和久、 金井高広、 笹本篤、 草間巧、 石田桃子 教員の実務経験 あり 実務経験の職種 放送映像業界全般

【 科目の目的】

　 こ の実習を受講する学生は、 ローテーショ ン実習で各コ ースの基礎や本質を体験するこ と で、 自分自身の興味や適性を見出し 、 将
来のビジョ ンを明確にするこ と ができ る。 さ ら にすべてのコ ースの基礎も 経験でき る為、 自分自身のスキルアッ プにも 活かすこ と が
可能と なる。

【 科目の概要】

　 こ の授業では、 コ ミ ュ ニケーショ ンを養う ために、 チームで協力をする機会を多く 作る。 より 多く の学生に映像制作の魅力や仕事
内容を伝えら れるよう に意識をし ながら 進める。 初めから 他のコ ースを選択し ないと 決めている学生にと っ ても 、 基礎と なる部分を
分かり 易く 修得でき るよう に心掛け映像制作に活かせる技術を学びます。
※ローテーショ ン実習は学生を６ 班に分け、 各コ ース5回行う 。

【 到達目標】

　 こ の実習では、 どの職種が自分自身に合っ ていて、 関心を持つこ と ができ るのかを、 実際に機材を触り 体験するこ と で明確にする
こ と が目標である。 さ ら に、 明確になっ た後はコ ース別に実習を行い「 基礎・ 応用」 を学び「 技術力・ 問題解決能力・ 発想力」 を身
につけ、 映像制作に活かせるよう になるこ と が目標と する。

【 授業の注意点】

　 こ の授業では、 学生間・ 教員と 学生のコ ミ ュ ニケーショ ンを重視する。 授業中の私語や受講態度などには厳し く 対応する。 理由の
ない遅刻や欠席は認めない。 授業に出席するだけでなく 、 社会に出てから のマナーやコ ミ ュ ニケーショ ンと いっ たこ と も 重視し て授
業を受けるよう に促す。 （ 詳し く は、 最初の授業で説明） 授業出席率の注意を都度促す。 ただし 、 授業時数の４ 分の３ 以上出席し な
い者は定期試験を受験するこ と ができ ない。

評価基準＝ルーブリ ッ ク
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要努力

音声収録操作と MAについ
ての基本を理解し ていな

い

【 教科書】

【 参考資料】

【 成績の評価方法・ 評価基準】



回数

評
価
方
法

自
己
評
価

自己評価： S： と ても よ く でき た、 A： よ く でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

室内と 外の音の聴こ え方の違いを体験する

MAと は何かを理解する。

Ｓ Ｗ、 Ｖ Ｅ

バト ン操作と 安全確保

脚本の書き 方について

制作・ 技術の動き 、 番組の台本、 カ ンペ作成

イ ンカ ムの使い方、 スタ ジオワーク 説明

サブの使い方、 スタ ジオ収録本番

照明機材の名称や使い方を修得する

8 音声基礎

音を録る基本。 マイ ク の種類、 機材を理解

実際に収録し てみよう

2 カ メ ラ 基礎②

ロケカ メ ラ ロケ撮影の実状、 ENGカ メ ラ の仕組みを理解

映像の流れについて理解する

脚本から ロケ日や準備物を考える

照明基礎①

3

作品制作の流れを理解する

脚本基礎

4
スタ ジオワーク （ 制

作）

5

音楽番組の照明

機材名称確認

灯体吊り 込み

機材名称確認

安全講義

DaVi nci Resol ve

用語確認

図面作成

9

10 編集基礎①

11 編集基礎②

12 編集基礎③

13 美術基礎①

14

機材受け渡し

MA基礎 ナレーショ ン録音を体験する

実習室のルールの確認機材名称確認

Adobe Pr emi er e

Adobe Pr emi er e

編集技法、 映像制作フ ローを理解する

Adobe Pr emi er eの基礎的な使用方法を理解

編集ソ フ ト 、 画像加工ソ フ ト を使用し て

作品制作の流れを理解する

編集ソ フ ト 、 画像加工ソ フ ト を使用し て

美術基礎② 箱馬と 平台の説明と 関係

釘、 パネル、 サンプレート の取り 扱い方

TOTALでの映像制作の基礎のまと め

パネル作り

台組み

美術用語、 尺貫法、 尺目盛と 換算を理解する

図面の種類、 平面図図式、 線の引き 方を学び

自室の平面図を作成する

工具、 機械類の説明と 取り 扱い方を理解

15 まと め

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマン ス評価、 3. その他

スタ ジオのカ メ ラ と VE・ SW卓の構造を理解

基本的な操作方法（ 特にLOCK機能）

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1 カ メ ラ 基礎①

学期 前期

授業内容

スタ ジオカ メ ラ

7
音楽番組の照明につ

いて
照明の役割を理解する

基本と なる照明機材の安全な吊り 方、

バラ シ方を修得する

音楽番組のよう な照明を吊り 込み

6 照明基礎② バラ シ
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